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　腿ることは触れることとほとんど違わない　私たちは、ドビものやわらか々．ｭ.....､.i

匹匹I……l‾、iS!-iljS:f!71･6･14111!.1!i94!j1Z。にるとは脱線で物に触れることであり、私とレ　　.‥

1……'j･J.'･;･IJ｡1!･二j:15:i4akあるいは気‘-jく=という関係が成なすることに他ならない.4こ恚I茫……'･ .･.･･･.

　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜.　　I二杢し書を逼レC･私か守り抜こうとする直時ごあるが、さまさ'まな即出を抱え゛I.'=……J八゛一一

　　　Ｊ　‾.　　－　　－-一一一一．　‥一一一一一一一一　一一　--…………､-一一‥一一.-.一一一一.一一
　ぐ'－ヽ乙……､1;巾yy-jいた町中li illなｔヽか:、たりここ1 11 tヽま私Cこ!よIIのllil'びj

　i　こｰ　カー･･ブのふちが楕円を描いているようにli!える．．Ｌかし1't llから腿れ

　・　ケトは円に腿えるたろう‥　もＬ斜めからであろうと白計.からであヌバiと、

　ｉ　う一一カナプを!池ることが私とそのカップとの圓の関俯なのだとＬたら、|司

　犬り……¬7･の111'｣!じ｡jS､ちがIIJt･'･､･ﾋ|･ijll･一割.ﾆ1･;り|Jjだということになる、しかＬ、そんな

　フごはありえないのではないたろうか、こんな風に|川題をiyてると、多くのﾔi･

パ…………ご1″j-Sま゛かうか、あるいは困惑するかもしれない．そして私の111:観かそれほ

　ｙ　ルごはないとか、｜ほる｣というj=tい回しについてまことしやかな分析を披

　､………1111題を解消してくれるかもＬれない、実際、そういう経験をしばしばし

　／　　ｔれどもそうＬだ、1‘葉に納得したことはない.、

　　tヽ!:=は、この問題をどこまでも良剣に受け111め、そして｢見ることとは触れ

　る.yとか｣という直観を手放すことなく解決しようといJ5私なりの試みである、

川ん……'､･jWy剔よ4らjlの第８章で提示するが、ぞ七ンスデータ論の一種1である､、こんな
　　ｰ･　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　"．　　　還-

……iエ､-i･-う｡と、やはり多くの哲学者たちは笑うか、あるいは困惑するかもしれな

1.犬いまさらそんな古臭い考え;を持ちだしてくるなんてとか、センスデータを

､函ぬたら。コーヒーカップそのものではなくセンスデータに触れることになる

･･jj.一･Jにlないかと営われるだろう。こんな風に日‘ってくる人の間違いは、「自分

　ドゼとＺｆＴ夕論を理卿している」と考えている点にある。確かに、佃在の分

　　　　一一　　　一一街汁?業界の常識からすればそう思われても仕方がないのだが、

　　　　　　㎜　㎜㎜㎜㎜㎜㎜J　　　　　　　　一一

………一万･した常､慮を疑ってみていただきたい。

∽‾’‾｀●心’‾

ここは ひ と つ

乍酋で、私はバートランド・ラッセルの著作に立ち返り、センスデータ論が

Ｍを１にうこ形成追跡す匹

べ嘉四徹底的こ破壊たヽ，そ同時期こレが取り



11 まえがき

　　　　　　＿＿
　|すyてkヽた様々なアイデア|を使うことで、も、と説得力があり実り豊かな理論

　として七ンスデータ論を生き返らせたいと思う。だが、ラッセルのアイデアが
　　　一一－一一一一一一－一一一一
どのようなものであるのか、どのような使い方をするべきかについて、やはり

¶-＝　=＝ミ　ーノ分析哲学的常識と私の理癖Iはかなりの違いがある。そこで本書では、かなりの

　　　ｰ｡’‾･J部分をjラッセル解釈iに費やすことになりた。

　rラッセルの哲学』というタイ|りﾚや目次の表題を読まれた方は、本書はクッ
　　　　　　_＿＿
セル哲学の研尭套だと思われるだろ航もちろんそれは間違いではない。たが

それが、本書の目的はラッセルが何を考えたかを明らかにすることであり､j高

村白身の‾恵屠μ展開されていないという意味であれば、否定したい。あまり

ラッセルをわるく書きたくないのだが、彼は実にしぱしぱ1?!jyにしか分からな
　　ｰ一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一一一一
い書き方ｔ喬く。そしてとくにセンスデータ論に関しては、彼の叙述はデッサ

ンの段階で終わっている。そこ々塵隻至葱盆饅所を解釈し、細部を詰めるため

に、かなりこちらからアイデアを持ちださなければならなかった。もっとも、

そうした局面で自分で考えるときも、しょっちゅうラッセルには「降りて」き

　　　　　　　　　　　　　　　一一一一-　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一てもらヽていたから、どこまで自分包まリILijpと言えるかは分からない｡た
　　　　　　　　　　　　　　　●-皿’　　　㎜■㎜
だ、本書でのラッセルと私の関係は、ロゼッタストーンの制作者とシャンポリ

オンのようにではなく、ａいすぎかもしれないが、「プリンキピア」におけるホ

ワイトヘッドとラッセルのようなものとして考えていただけるとありかたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　本書は長く、佃かい論点にとだ石石薯頁｝も多いので、まずは唸差玖!E咆!ｊ
＿＿一一=･一之･‾　　‾　　・・　･･･　･-’

の目的と見取り図貴提示しておきたい。
-=㎜==｡㎜■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　㎜

　バ‾トランドスラッセルの哲学｀特に

訟互眩ぶ三え齢lヽィ゛リリヂ

‾……ヽ笙扁　ｉ齢こ
.
包幼主解卵白旅心

　..･r･　　　　　･¶　　　　　　　　　　　一一d-･-　■●･ ･･』乙●･●■　　』
　　　　　　■㎜■　㎜■㎜■　　　　対{る懐疑論7(デカルトにょる悪霊の懐疑や錯覚論破)への取り組みから探究を始め、

　　　　戌細届ias石4TiTジスｆニ刃一圧召回晰懐疑に抗しう痢Ξlr夏?な

　　　　越識一OpAとし、それに訴えることにより物体の知ｔや経験科学の知識など

　　　　ーご一一　　　一~〃‾　　　　を蛍当化しようとする立場である。ぞ緬_ゼど!2XEΞL£jiは、こうしたが

■　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜り‘'｀I｀りｔヽ銃的な経験主義的基礎づけ主義という哲学的プログラムを、白身がその創始者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾べ　〃〃・
ａ・１＿．ｉｓ

－　’Ｉ’凶ｔ

…….'゛?“゜゛SI？7?T‘？MJ－●s
－゛J-J-･･77.'--£-－-｀･こここｰ.-....L..ヅ．_．之－､多＿.＿..-..---;-

--･－｀・　のひとりとなった記号論理学を用いて現代化したものであると解釈されてきた

　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　__＿

　　　こみ'i‾ろ‾砥剱釈されたラッセルのセンスデータ論は、莉孝酌知威ki固な基礎

　　　を与えつつ、空疎な形而上学的思弁を排する恚のとして論理実証主義者たちに

まえがざ I L I

I旨吋れ､20世紀前乍に哲学の新しい時代を作る元となった　しかしさまざま

々強力な批判を受け、経験主義的基礎づけ主義が哲学的プログラムとしての評

雨を肖しく落としたのに伴い、ラッセルのセンスデータ論も支持を尖い、現在

では唐|覚の理論や形面|ﾕ学に関する有効な哲学的選択肢圀あるとは思われてい

ない、哲学史の重要な一ページとして認識されてはいるものの、すでにその命

凌が尽きた理論として扱われている。

　　　　　　　　　　〃"■㎜本書　ま７論が四評

　　　　?‥　　　J
y'j-j

』.　h　・'　』'9　"‾　　　　　　　　‾‾　･'
･¨=･‾'

価するために、解釈の際に前提される枠組みを変更し、その枠組みの中にラッ

゛'‘･のさまざまな主張や議論を位置‘jけヽ適切に晨雙し庫しヽﾋ恩怨氾濫1体

系として提示することを試みるっそしてラッセル白身が論じていない部分を自

前の議論で埋め、さらに一歩前進するために新たな概念や見解を導入し、セン

｢|暴t-しX/し哨４Ｃ Ｕり○

:‘Jヽ従来゛｣解釈に樋曼芦1呂芦的き雙ご竺慰庖Q:

　　　　　　-ヽ－一一-　　　　　-一一･ある。従来の解釈は、ラッセル図画ね嗣己よ盈外界。

るのだとする。そして、センスデータの面識による知識を

不可謬な知識とし、記述理論をそうした知識への意味論的・認識論的還元の手

弓　Jタレ戎

殴づけている。これに対し､゛EiE蕎では、ラッセル白身が哲学的方法論として提

　　　二　__　　　　　。__こ‾’一一-　‾ﾆ_ﾆ’　　　　　←にら示している「分析の方法」皿あるとを示し四

ら一心ら－Wご二四や信念の　臼　　の問題･あるとして、その解答としてセンスデータ論を理解す
ｰ
るJそしてこ_Ｑ立場から展開.ざれる哲学的考察の中に、

　・　　･-’ －J===　　－=.･■■■㎜㎜　皿皿
論理的原子論の形而上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　"-=　一一'･　　･-＝㎜=･==　　㎜■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一t仝juほ亀｣巍勁諮匯∃M1どの議論を位置づけ、それらが果たすべき役割

岬町!蝕こ主£解釈の枠組みをこのように変更することによって、これまで

センスデータ論に対して提出されてきたさまざまな批判に答え､し冤E]き]でr=ニタ

心｡=｡__.　　j　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　･4.一一
をより説得力の

１

｀ S ●

ら きる。

ラッセルが外界問題に取り組む際の論理的装置や、解決となる世
゜　　　●ｊ　Ｊｆ　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。--'へ

るべき一般的な存在直を提示することを目的とする。まず､y第1､2章1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

で1903年の「数学の諸原理」から1910年の『プリンキピア・マテマティカ』

を経て1918年の「論理的原子論の哲学」に至る、論理的原子論の形而上学や記

述理論などの不完全記号の学説の成立過程を追いながら、その立場にとって根

　　　　　　　　　-~本的なテーゼや、それが果たすべき理論　役割について論じる｡C2⊇2口口?夕

一一－　　　一　禦－　ゝ4　y-s---〃w‾め出発点である「数学の諸原理f　-は、゛による認識から独立に世膠が実在



１

ｔ

Ｌ論理学はその･般的構造を研究する!:するドブ1隋宍!|り;!Iぷjll栽｀その･実ら:ニ吋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　・する知識は釦iべj観念などの媒介を必ｔとしないとする｢ﾑ直4Gll覚説バ{り､て

の存在社が|11　･の変項の値となることにより．論理があらゆるむｲlj者を‥一括Ｌ

て対象と-4-るとする｜論理の普遍椚　という、17八３石ドス万i石辿‾八

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　．_．‾　　．．　_㎜･　　　　　　　_¶
ぷi二心－明に打ちｉされている　|'ｒタ)諸原理/て一山こ.11.ら､;51－ふに

基づく原了論的夕形面り学か提必されているい

　しかしこれらミりのテーゼ4j ,･fJ5‾の副|(μ)存在に関する11111， 長示にりぃて、

にを､:iる｢八二ぷ畜iTjiiにiylそi一示‥き石l､E1幽泌司疆いぞしう

ー－－－-＝⌒＝一心ご-W
ラスや命題|糊駈に閔する｢ラッセルのパラドクス｣|など、その､論理体系の根奉
皿-●･－･-=.____...__〃="‾･._　　..._.　　_＿　＿　_..＿　　　　　-　　　　　　･_._＿　　_＿＿･__　　＿

概念に関わ乙ｌ大な困難を惹き起こすものでもあヽた．以ﾄ.･の困難を､巨２り

≠ニ冠如il能なかぎり保持しつつ解決するためにラッセルが考案したのが､μ

＿＿　　　　　　_‥-　＿_＿＿
完豪ｌｇめ７ｒごあるｰ　まず､濯述部－によって、記述句が意味すると考えら

-d－･-』－.=一一　　　　　　　　　　'‾－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･-
　　　　　=･･=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　＝れていた衣示概念を4ヽ要のものとした.次にヽ構成一=Iﾓ義的性格を持づタイマ珊

　－－-一一--‥－
論と

.

芦タうリ9かヽ命題関数とクラスに関する'゛ラドクス1)琴生を防１する

　ー－－　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
ｉＬ御忌i係jlll励こより、命題と命題関数が判断にーづく構成iとされ、実

　　　一一一一
　　　　　　　－　　　　　　一一一一　　　　　　　　　－－一一一一　　　　　　－　　　　　－　　－　　　‥－　－　　　‥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿

在性が否定されるJ:9植饗dT雛掌呵丿腫JLL!j2玉作畔1れな登向上?めヽ成

　　　　　　r‾¨‾･‾'‾　7‾7‾･wT.し＿一一_一一'.‾一一.　‾‾‾‾‾‾‾‾　‾‾‾
　　　　　　　　　I－　･’‾‾ﾏ‾WこでぷTLた．これが旺論理的原子論］と呼

　　　　　　　　　ぷら二心==Ξ４-心－=ﾆｰﾆｰ－
　以上.のような成立過程の理解１通じ

一二－一乙.－－･-.-t__TごこここＪ-＝-?-’ｆ・－Ｊ=-==＝．　　　　　●　-一一ここJ-－-7,-ir
.

　　一一一一一一一一－一一　･･－

せた理論的役割に関する解釈が更新される

ー－－--－一一－一一一一－一一-

ある｡

一　　一一･　　一一一一一一　　　　－一一　　　　---号の学説にラッセルが拘わ

　一一一一

解釈では、記述理論やクラ

-－一一一一一一一一一一　　　－　一一一一　　　一一一一一一　　－一一　　　　　　　－　－　一一　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　‥一一
スの理論は、問題を惹き起こす対象をセンスデータヘと還元し消去する手段と

して理解される､ﾕ､特に外界の知識の間題との関連では、懐疑の対象となる物理

的対象を確実な知識の対象であるセンスデータヘと還元するやめの理論的装贋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　－　一一として解釈される･ヽ本書ではヽ唄財?笏鳶左佳男k対にヽ－述.理論や多項関樟理

　　　　　　　　　　　　　　　　　一－－･　　－　　　　　　　－
ｉなどぷ函i§ii忌辰iijを、実在する封象から問題となiiiiiijE構成

　　　　　　　　　‥　　_．　‥__．_＿＿＿__　　　　　　　　　　．　．_　　．．_．　．_．‥　　　　　．．７罰7石yiiiiilltiiiふ．記述iilj、11述さtl､lrいｓ対談・

-一一-一一-　　　　　　　　‥
　　　　一存石ｮＬない文脈ヽ同一一性老四周ドなる文脈ヽ命題態度が間●になる文脈以外で

　　　一一　－　　　　－　　　-－･
り､腸連句責剛y名剤懇り牡ﾐ当が可能であると1ヽかりその意味である

記述μ函が固有名によって指ふされる実在物であると誤11されるという論点を

　　　　　　　　　一一　‥‥一一　－一一　－　　　　　　　－一一含んでいる．また參地面係周ｉやﾀ_ｲ.プ環ili;iﾋﾟそ肩廬・Ｋ石･昏睡iや函●関

　　　　　　　　　　　　　　　　－　　一一一一-　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　＿

薮は、「プリンキビア・マテマティカ」の体系では原始的対敵どＵ七扱われてい
　　　＿　　　　　　　　　　＿

る.ﾂﾞa心|jil師函●・‾と面ii莉iiiiでを、ラッセJI､は「ないものnothing」と

　　　　一一一一‥-‥一一一一　-一一　一一
　　一一　--－-－-　-~呼ふのだが．つまりpi゛完今回Tり‘りﾀ孵９ﾀｲﾂ?りは!てTIJFTj;TgL9存在3を否定

－ 一 一 一 一 一 一 一 一 ‥ ‥ 一 一 一 一

Ｉ>小爪〉ドノぷ｣訃ヅリ州支社回訓㈹|ﾀﾞＫ
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F登り卵り州包陥奥4･:φま4･ると匹

_⊇山とyi･n=りことになる　このように解釈-4る,こ.':によりｽﾞ吊1】部でのPi学

゛て一犬訟二関ずる議論や第】IMI;でぴj外一問題の解決の際に，不完な記り･の学,温

いii･な,tり･をなすことになる
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レりさ･れるべき表示概念を実nEする対象として前提レcLまっていた　さら

　　　　　　　　　-f=ﾐｰ●..　　　　　　　■■･･　㎜tltLI駆０n論に1論理形式'と‾じヽう刈･ljを導入することによlj、この|細瞳を傾倒

liヅン･:JI.一一,-:，ラ･ソセル|'1身ニのことをはっきりと認め．解決の方向性を概略的

コj几ているのだが，それを1一分に饗開することはなかったぐｰ茜辱筝･1r拳で

L. ｈセルの碓呟すゐ方1‘ij‘こま庫1論狸尨式全丿彊之

.1ぷごy左だ夕ぃりJ｣-一一●　　　一一一一　　　㎜　　･=.－　　　＝

jり秩序を構成し、 また実在の秩序に関しては、ラッセ･ﾚが認めているさまざま

刎t実の構造を具体的にりえることによって,C,i即醸了－司扁rF嘔sを完成

　　　　　　　　　　　　一一一一一一~　腿i－ジに窮１部e我々･垣i回紅唇:i蔽疸参こ祢え，物削t界石iり方を特

ぞ4‾るが．それはこの第１部で得られた形lih学的枠楯みに即してなされる，

　第1l jか?は，ラッセa･の哲学的方法論に関する従家の理解を改め，適切な解

　　　　　　　　　　　一一i'1を'j･えることを目指す，まず篭1113!{?IFフセルのテキyTF7にJILで_,ヅt!りy哲
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y:を経験Iﾓ義的簒礎づけt義と る従来の解釈を 的に批 する。基礎づけ

と理解する。i{.i的解釈は、ラッセルの外界論をデカルト的懐疑に応える

センスデータ論は、外界の事物についての疑わしい知識を百ﾇxEこｎこ?ﾗ｀い　　　　　　　　　　　　り&fj

ての･卜I･1凛な知識に還元ずる試みであり、「哲学入門」の代表象説的で実在論的

１デ論か外界こ関す我知識』な皿

への移i7k｡基礎づけの徹底として理解される、このように理解されるセンス
ーヽ一一

タータ､歯に対しては、セラーズの「所与の神話」やウィトゲンシュタインの「私

的i4語､歯」など、致命的とも言える強力な認識論的・溥語論的批判がlllされて

いる.しかし、基礎づけ圭義とする解釈ま、ラッセル白身のテキストとの離鮪

が多い.たとえばラッセルが外界に関して問題とするのは、デカルト的懐疑で
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はなく、--Jの事物が異なる位置からは異なる見え方をするというμ相反する

.j.､1「･z-g=;zi一－．‥　　　　　　　　　　　　　　　｀’－-－－｀-必t.｢司iii､あるＬ、またラッセルのセンスデータは決して、確411?Ti4;
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　　　　　　一一るという意味で不可謬の知識の対象ではない。したがってラッセルのセンス



一 一

一 一 -

一

一 -

- 　 －-

-

－-

一 一

㎜ ㎜

- － - － －

- －

- －

　　／
　／
／

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 一 一 一 ‥ 一 一 　 ‥

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 一 一 一 一 一 ‥

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ㎜ ㎜ ㎜ ・ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ･ ・ ■ ㎜ ･ ■ 　 ■

　 　 ＿ ． ＿ ． ． ＿ ＿ ． ＿ 　 　 ． ． 　 　 　 ＿㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ･ ㎜ ・ ･ ■ ㎜ ・ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ・ ■ ･ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ■

㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ･ ㎜ ・ ･ ■ ㎜ ■ ・ 　 　 ■ ㎜ ㎜ ㎜ ・ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 　 ㎜ 　 ■ ㎜ ㎜ ㎜ ･ ■

－ ‥ 一 一 一 一 … … 一 一 一 一 一 一 　 - － - ‥ － － － － － … - - - - - - － － － - - ･ - － ‥ － ‥ - － - - － －－ 　 　 　 　 　 　 ‥ 　 … … 一 － － - - － ‥ ･ － - - － ‥ － - － - - － － - －

｡Ltlljj･

乙り'論を紬礎づけ主｡座と解I択することはできず，そうＬた解釈をI狗提｜た

j 一一フセル批判も受け入れるわけにはいかな･い｡
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ヤ;で体として受け入れることから出をし、
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Ｇ念総体に内在的i:こ批判を進.め，不
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除 き、より斉合的なものにする試みである
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そレこ信念の総･休から

　　　　　　　　　　　　　一－泰整合が取り除かれ斉合化されたことをも･.jて、{6念は正当化されたli[識と見

なされる｡こ･うした方法論に従うラ･yセルの泗'学、1･Mこその外界､沿ほ、191リ11

･;りI哲学入門､!でl
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.Wの知識jでは一貫した斤自･説的理論へと便化していったと理解される.この
Ｆ°゛｀‘一~~-一一四大-sW･41....
ように哲学的jJ'法論に関する解祝を改めることにより、ラッセルの･ri学的5』一析

を、さまぎまな経験的知識を前提し利用しながら行われる手続きとＬて理解で

きるよ引.:な1)、基礎づけ主義を前提とするセンスデータ論に対するさまさま

な認識論的批判が、ラッセルのセンスデーターには･'!1てはまらないことがIUIら

かになる．
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として「分析の方法」’を採用するこ ､､命題の理解に関IIる

　　‾㎜-r㎜･－’=--　　　　　　　　　　　　　－-’　　　　　　　　　W　　＿
1面識の原理.、および命題の構成に関する「多項関係理論」という、ラッセル

有学にとって根本的な見解と両立可能であるかどうかが問題となる．そこで第
６なでは、ラッセルの｜面識］が実在の対象に対する無意識的な認知的関係て･あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　___

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－-
りうること、また多項関係理論が描MIする判断形成が､屡i全癒£1身め合1111性

　こ‾‾‾‾こ‾-こ　　　　　　　　　　　　・　ｈｔtｐ://www..　　　　　　¶Ｗ-
の能力汐活用に基づくのではなく、サプパーソナル・レベルに属する信念形成
　一一一

過程であることを示すことにより、面識の原理や多項関係理論と「分析の方法1
が両立哩能であるとする．主体自身にとって意識的ではなく、自覚的ではない

過程によって形成された命題や記述であるからこそ、そこから哲学的な問題が
発生し、それを解決するために分析という作業が必要となるのである．さらに、
センスデータを要素とする事実の面識である感覚という心的状態から、物体に

関する記述を内容とする知覚、そして概念的内容を持つ思考がいかにして形成
　　　　　　　　　　　　　　　‥－　一一　　　　－　一一
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きれるかに関する一つの理論を、認知科学や心の哲学の議論を手がかりとして

作りｈげる それにより、センスデータや物体に関する記述内容、そして概念
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的思考が私fl的ではないとし、昿的言語論によるラッiiiii嘸･解消する。そ

一 一

して日常討語を用いたコミュニケーションに関して、

な説明を与える。
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ラッセルの見解と整合的
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/第ｍ芯では］分析の万法」を外界の知識に適用することにより形成されるI二

陣類のセンスデータ論を検討し、どちらがより優れているかを決定する。物理

III卵t界に関する常直的な世界像には、異なる視点から同じ物体が異なる見え方

をするというり相反Lする亙れJみ一む､･ある。これは、物体・見え方に関して

役々が有している直観的に説得力のある信念や経験内容が不整合であるという、

経験則､治の持合･性の問題であるため?F知識の総体から出発し、不整合を取り

除き斉合化する」という「分析の方法」こＴら‾そ答支りじるぺ‾S‾財面々ある。

　　　　　　　　　　　　　　　-一一そこで、　rl’ら　　　　　　こ　を通じて、ラッセルの二つのセンスデータ｀:11よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ
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‾　‾へ心
肘成されるのである。

　ラッセルが1912年の『哲学入門j‾で支持したのは、我々は直接的な意識の対

象であるセンスデータか/ら物理的対象を推論し、記述的に知るとする立場であ

る，我々はこれを 代表象的センスデータ論」 と呼び、第７章ではこの立場を

検討する｡代表象的センスデータ論は、物理的対象とその見え方の担い手であ

るセンスデータを存在者として区別することにより不整合を解消する。しかし

逆に、センスデータと物理的対象との間に認識論的に十分緊密な関係を成立さ

せることができず、それらについての知識間の関係は、矛盾しないという意味

で整合的にはなるが、互いに支えあうという意味での斉合性がなくなってしま

乳その結果、物理的欧界に関する懐疑論が生じてしまう。こうした議論を提

起しているのが、 入門｣から｢外界の知籤｣の立場への移行期にあたる｢物

貿について」である。このような知覚される欧県像と物理的匪界像の不斉｡‘性四

といっ「匪界観の斉合性」の問題が生じるため、代表象的センスデータ論は外

県の知識の分析としては支持できないと結論せざるをえない。

　ラッセルは「外界の知識」などにおいて、代表象的センスデータ論に換え、

我々が日常的に知覚する物体と原子などの科学の理論的対象を、センスデータ

から論理的に構成することを試みている。ａ々はこれを、T柵成的センスデー

タ論JJと呼び、第８章で検討する。構成的センスデータ論によれば、世界は六

　‾‾Ｊ　　　　-〃‾‾　‾　-－_＿　＿＿　　＿　　－Ｊ‾＝次元の空間と一次元の時間、合わせて七次元の時空棒組みの内部にセンスデー･/

ii二９み簑函Ξ盲こ‾そ配列むほ£kjj:　　　　　ている。我々はこの秩序

　-/＝⌒を、法則的知識に基づく記述的知識を通じて把握しているが、実際は異なるセ

ンスデータを同一の対象であると11することにより、三次元のロ常的空間や
ー-－－--－-　　　　一一一　一　-
物体が存在していると信じてしまう。「相反する現れ」の問題も、この誤った同

　　　㎜■㎜　　Ｉ　　　　　　　－　　　　一一　一一性の認識のために生じるのである。構成的センスデータ論は「分析の方法」
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に従って考察を進めることにより、こ岬誤った同ﾆ･性’のZi戮を取り除き、外Iが

に関する信念を斉き化し「相反する現れ」を解決する｡そして我々が斤fl: L て

　■　　　--　　　　　　　　　　　　■　㎜■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　‥‥-一一いると信じている物体やﾆE次元の愚問を、センスデータやそれが定位ﾀり6:､空

間領域の系列として&匈的に構成してみせる。さらにはセンスデーリリ）、我々

の識別能力を超えるほど細分化されたその部分から、物理学の理論的吋栄を備

成することにより、「世界観の斉合性」の問題を解決する。

　構成的センスデータ論にとって大きな問題となるのが、生理学などにょって

記述される、知覚経験の生起に関する因果的説明との整合性である、構成的セ

ンスデータ論は、センスデータを外界に位置する物理的対象と見なす点で、直

　‾　’　　-i･　6‾=‾　　　‾･‾　　　　’‾‾　‾‾‾･　　’‾ﾐ｀-‾“･＿＿’．接知覚説というラッセルにとって根本的な哲学的見解に沿った立場であ乙、し

　㎜　　　　　㎜　■㎜㎜　　㎜■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　－　　　-‥一一　　　　　　　－‥－かしセンスデータが、身体c脳l状態を原因として惹き起こされる､Iﾓ体の内部の

　　　　　　　一-存在だとすａ知覚の因果湖を採るなら、直接知覚説が否定されてＬまう11j‘能怜

がある．ラッセルは構成的センスデータ論と同時期に書かれた「原因の概念に

つい1「」におふ面前i必ごiii亙厠勁F奪雇i番U:‾佃采事闘ゐ法ulj的相

　　　　‾･　　‾‾‾ﾌｰ-=_‥、－＿_＿づご２こ一加-d‾　’‾’-　　‾関関係に匿き換えたｊ身体状態とセンスデ==j‾E‾の関価を、このような因唄関

　㎜㎜　■㎜㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜㎜■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--係論によって111解釈することによって､演摺知覧説とじで西構成的モ５戈デこ

ぞ最彦･に、第６孝で提示した、感覚から知覚を経て思考が形成される過程に関

する理論や日常３語によるコミュニケーションの理論が、賄成的センスデータ
ｰ一一
論の七次元の世界像においてどのように実現されるかを
　＿._

説明Ｌ．我々が物体に

ついていかなる内容の知覚を持ち、どのような内容の概念的思考を形成するか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　－一一を論じるっ我々が物体について形成するのぱ記述的な内容を持つ一種の信気で

あるが、不完全記号の学説が説明するように、我々はこれを記述される物体そ

のものを要素とする単称的内容の経験であると渋面する。そして我々が日常露

語を用いて行うのは、論理的に構成されるセンスデータの系列という論理的虚

構を実在の対象であるとする、誤った信念を共有することにより成なlするコ

ミュニケーション、すなわち「虚構依存的コミュニケーション」であるとする

ラッセルの哲学11903-1918‾|

　センスデータ論の破壊とJli生
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